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山梨県内のバス路線網は、30年前と比
べると大幅に縮小してきています。その
結果、バス路線がなくなってしまった地
域も出てきています。 

山梨県内のバス利用者は、昭和
39年をピークに減少し続け、
今では7分の1になってしまい
ました。運賃収入で運行されて
いる路線バスは、利用者が減る
と走り続けることができません。 

渋滞が発生（山梨は全国3位）      

 でも、一番の問題は? 
                     
 このようにバスが減ると、様々な悪影響が出てきます。 
一番の問題は移動の手段がなくなるということ。子供たちの
通学や高齢者の買い物、通院などの足がなくなります。 
 また、今は元気でマイカーに乗ることができても、いつか
は運転が困難になる日が来ます。そのときにバスがなくなっ
ていたら、あなたはどうやって病院や買い物に行きますか?  

CO2排出量が増加 

バス路線が減ってしまった原因は、バスの利用者が         
減ってしまったからです。 
バスを守るために、まずはバスに乗ることが大事です。 
 
これまでマイカーを使っていた場面で、81回に1回だ
けでもバスに切り替えれば、バスの利用は倍増します。 
  できるところから始めましょう。 

山梨県内の乗合バス輸送人員(千人) 

出典：H23 業務要覧(山梨運輸支局) 

山梨県内の路線バスの運行状況が確認できる 
バスコンシェルジュはこちら 

山梨県  
大月市 


